
化学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Chemistry

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

研究指導科目、論文発表に関する科目、
修士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
修士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
修士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
修士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
国外での活動経験、外国人（留学生を含
む） との共同研究、国際会議発表、英語
論文など

先端分子化学特論、先端無機化学特論、
先端有機化学特論

化学セミナー、化学特別演習、特別研究

化学セミナー、化学特別演習、特別研究

化学セミナー、化学特別演習、特別研究

化学セミナー、化学特別演習、特別研究

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

物理化学、有機化学、無機化学の理論的・ 実
践的知識を有し、研究の現場で活用する能力を
有しているかどうか

化学研究に関して、英語で発表・質疑応答・論
文執筆をする能力を有しているかどうか

8.専門化学英語力： 化学研究
に関して、英語で発表・質疑応
答・論文執筆をする能力

10.良質な研究倫理観：研究デ
ータの適切な扱いと保存、他の
研究者の成果の適切な引用の
能力
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・専門基礎：研究分野について、修士（理学）の学位にふさわしい基礎的能力を有しているか。

・関連分野基礎：研究に関連する分野について、修士（理学）の学位にふさわしい基礎的能力を有しているか。

・現実問題の知識：現実の問題について、修士（理学）の学位にふさわしい見識を備えているか。

・広い視野：修士（理学）の学位にふさわしい視野の広さを有しているか。

・問題設定から解決まで：専門的な問題を認識し、具体的な解決に導く能力を有しているか。

・ プレゼンテーション・ コミュニケーション能力： 修士（理学） の学位にふさわしい論理的プレゼンテーションと

コミュニケーションを行う能力を有しているか。

・学術的成果：修士（理学）の学位にふさわしい研究成果を挙げているか。

これらの評価項目に対する実力は、筆記試験、レポート提出、口頭試問、単位確認を経て評価し、論文審査

と最終試験において丁寧に評価・確認する。学位取得には、これらの審査で合格することが必要となる。
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